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4月23日(日)投票予定奈良市議会議員選挙
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~みんなそろって投膜しましょう~

事且市闘会..置挙公報1:新聞折り込みで配布します
爾副覧会班員蓮司院の還司隣公帽肱 4月19四億四日刊5眠 (明日 毎日 観"...鎌 田隆の各駅間)の
閉刊こ街り込んで配布し琴'・これらの頼関を鯛a廃されてい.い笹椿の人協 4月19日以後に次の網兜
.~ (遭参公娼を舗え・く・'"で6受タ取りくださL、
l事健司医冨金.員沼・公・・完.開i開運筆・理'陸員会・m周 市曜荷L関陣受付 告幽盗用 各連繍所
市民ワ ピスコ 7-. d公民8'分.を緩く} 喬陶保8 脅兜.. 宵少写兜.舎鋼E・少年野タ略語
~センター密部閉冒館鎌倉.雀センタ 告を曹の軍、犠良マチャントシ ド包ンタ 各新聞

販兜扇(宅配月時)

縦断在地・軍隊3月15自弓の f粛良しみん~より」 をご覧く1ささい.

舗山.. 
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-兵庫県南跡地軍緩担金験鍾拘資ご協力のお礼

お1，
奈良市社会福位協様会寮良市、

得戸市在中心に大きな被害をもた与した兵庫県南部地盤で被災されてい

る方々のため、 獲握金、知躍物資を募うせていただいたところ、多くのみ

怒さまのと協力をいただきあ口がとうございました。 お寄せいただいた真

£のこもった輯援金、救援物資1<1随時取りまとめ、み忽さまの噂い善意と

して被災地へ遺己せていただいております。ととに厚く£干し申し上げます。
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わが家の

地震対策
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